
 

 

 

 

 
 

蓮池 薫氏の講演「拉致事件の実態 ～若い人たちに伝えたいこと～」 
 ５月３１日に和歌山県教育委員会主催の人権教育研修会に参加してきました。和歌山県教育

委員会からの「学校における人権教育の推進について」の講義、木本小学校、県立和歌山商業高

等学校からの実践発表の報告を受けました。最後に蓮池薫氏の講演を聞かせていただきました。 

蓮池氏は１９５７年新潟県生まれで、１９７８年、大学３年生の時に実家の近所の海岸で女性

と散歩していたときに複数の男に襲われ、２人とも北朝鮮に拉致されました。その後日本に帰国

するまでの２４年もの間、北朝鮮での生活を余儀なくされました。当日の講演内容は 

① 拉致問題の発生と解決への障害 

② 拉致の実態 私自身の拉致から帰国までの２４年間 

③ 拉致問題解決に向けて 若い人たちへのメッセージ 

 以上の内容で約９０分話を聞かせていただきました。お話の中で蓮池氏は「拉致によって夢と

絆を失った。」「拉致問題はまだ現在進行形」「拉致をしたのは北朝鮮指導部であって国民ではな

い。」ということを訴えられました。最後のところで心に残ったのは、蓮池氏が帰国を許された

際に子どもは北朝鮮に残すことになった時の話です。結果的には１年半後に子どもも日本に帰

国できたのですが、蓮池氏が一年半の間、子どもを待つ苦悩を母親に伝えたところ「お前は子ど

もを何年待ったの？私は２４年も待ったんだよ。」と言われたという話を聞いて年月の重さを感

じずにはいられませんでした。 

 

 

田植え復活！３・５年生 
 去年、おととしとコロナウイルス感染予防対策として実施で

きていなかった田植えを今年は復活しました。田んぼを提供し

てくださった中谷さん、協力していただいたＪＡ職員、地域の

皆様お世話になり有り難うございました。 

 

 

 

育友会第 1 回役員会 

 ６月８日（水）に今年度の新役員による第 1回役員会が行われました。議事内容は 

①今年度の行事の見通し  

②Ａ地区、Ｂ地区制の見直しについて  

③４役員に選出された場合の支援の方法について 

以上の内容で話し合いました。②③については今後も引き続き協議していきます。 

（学校長 弓林 卓巳） 
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